
医学研究に関する情報公開および 

研究協力へのお願い 

 

市立敦賀病院 乳腺外科では、市立敦賀病院倫理審査委員会の承認を得て、下記の医学研究を実施し

ています。 

こうした研究では、対象となる方に関して既に存在する試料を用いますが、対象となる方にとって新たな

負担や制限が加わることは一切ありません。また、対象となる方の情報を用いることもありません。 

この様な研究では、国が定めた倫理指針に基づき、対象となる方お一人ずつから直接同意を得るかわり

に、研究の目的を含む研究の実施についての情報を公開することが必要とされています。 

ご自身の試料を研究に使用してほしくないという場合や利用目的の詳細など研究に関するお問い合わ

せなどがある場合は、以下の「問い合わせ窓口」へご照会ください。なお研究不参加を申し出られた場合で

も、なんら不利益を受けることはありませんのでご安心ください。 

 

市立敦賀病院 乳腺外科 

 

【研究課題名】 

乳癌薬物療法における Global Longitudinal Strain（GLS）を用いた心機能評価の有用性に関する後方視

的検討 

 

【研究期間】 

承認日～2028 年 3 月 31 日 

 

【研究の意義・目的】 

乳癌の薬物療法では、副作用として心臓の機能が低下することがあります。従来は LVEF（左室駆出率）

という指標で評価してきましたが、早期の異常が見つかりにくい場合があります。 

近年、より早期に心筋障害を検出できる「GLS」という新しい指標が注目されています。本研究では、当

院で蓄積されたデータを解析し、GLS が心機能障害の早期発見にどのように役立つかを検証します。これ

により、将来的に患者さんがより安全に治療を継続できる体制づくりを目指します。 

 

【研究の内容】 

1. 研究の対象となる方 

2021 年 1 月 1 日以降から 2026 年 4 月 30 日までに当院において乳癌に対する薬物療法を受け、かつ

GLS を含む心エコー検査を実施された方 

 

2. 研究に用いる試料・情報 

基本情報： 年齢、身長、体重、既往歴、診断名、術式 

治療内容： 使用した薬剤の種類、投与量、治療期間 

検査結果： 心エコー検査データ（LVEF、GLS など）、血液検査データ 



3. 研究の方法 

通常の診療で得られた上記の情報を、電子カルテより取得し、統計学的手法を用いて解析します。 

 

4. 個人情報の取り扱い 

収集したデータからは、氏名や住所などの個人を特定できる情報を削除し、代わりに別の符号を割り振

って管理します（匿名化）。研究結果は学会や論文で発表されることがありますが、個人が特定されること

は一切ありません。 

 

【利益相反について】 

利益相反とは、外部との経済的な利益関係（資金提供など）によって、研究データの改ざん、特定企業の

優遇など研究が公正かつ適切に行われていないのではないか（企業に有利な結果しか公表されないので

はないか）と第三者から懸念されかねない事態のことをいいます。 

この研究は、特定の企業や団体から研究資金や給与・謝金など、特別な便宜を受けていないことを市立

敦賀病院倫理審査委員会に報告し、利益相反状態でないと判定されています。研究を公正に遂行し、対象

となる方に不利益になることや、研究結果を歪めることは一切いたしません。 

 

【本研究の問い合わせ窓口など】 

本研究について疑問がある方やご自身から採取された生体試料の使用を希望されない方は、下記の問

い合わせ窓口にご相談ください。この研究への試料の使用を希望されないことを申し出ていただいた場合

は、それ以降はその方の試料は研究に使用しません。拒否の申し出をされても、今後の治療において不利

益を受けることは一切ありません。 

※解析が既に終了している場合や、研究結果が公表済みの場合には、データの削除が困難な場合があ

ります。あらかじめご了承ください。 

 

○問い合わせ窓口 

〒914-8502 

福井県敦賀市三島町 1 丁目 6-60 

市立敦賀病院 乳腺外科 

矢尾 祥子、横井 繁周 

電話：0770-22-3611（代表番号） 


